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シンクロトロン放射の光源 としての特徴を活かして従来未開拓であった真空紫外から軟Ⅹ線

(10-1,000eV)の分光学的研究が盛んに行われるようになったのは最近の10年のことである｡

しかしこの分野の発展はめざましく,すでに初めの ｢創業期｣から現在の ｢拡張期｣を経て将

来の ｢第二世代｣-と向っている｡ 1970年代の創業期では未知の波長域での吸収スペクト/レ

による光遷移の同定が主な研究であった｡ついでエネ/レギー的にも軟X線から硬X線-の拡張

がなされ,また研究内容においてもEXAflS.光電子分光など内殻電子準位を始状態 とする光

遷移にともなう各種の多電子効果の研究を通 じて予期以上の発展がなされた｡最近の成果とし

ては高分解分光手法をもちいた内殻励起子の同定,光電子分光スペクトル (EDC)にみられる

共鳴光電子放出,角度分解光電子分光法にみる価電子帯エネルギーバンドのマッピングなどが

あげられよう｡ しかしこれらの研究は ｢物質の光に対するレスポンス｣の観点からすれば,ほ

んの一部分にすぎない.光励起によって物質の基底状態から励起状態にうつる遷移(一次過程)

についてみても,多 くの物質の攻収 ･反射スペクト/レを通 じての研究がなされた一方,光散乱

などの多光子過程についてはほとんど手をっけられていない現状である｡

励起状態が基底状態-もどる過程 (二次過程 )においては状況は更に深刻で,内殻励起状態

の放射緩和についての研究がスター トしたばか りの現状である｡一方,非放射緩和過程はとく

に励起電子と格子系との相互作用がからんだ多くの興味ある物理が期待されるがSOR分光での

研究は極めて稀れである｡例として説明した固体ネオンでの｢自己束縛励起子泡｣(STEbubble)

の成長と相互転換や光励起状態のSTE発光を経由する緩和にっいては実験からかなり明瞭な

描像が得られているが,これらはむしろ例外で同様に単純な絶縁体であるアルカリハライ ドや

銀ノ､ライ ドなどのイオン結晶での励起状態緩和過程については定性的にも不明の点が多くのこ

されている｡

このように列挙 した諸研究のスター トが出おくれている理由は簡単で,｢現在のSOR光源で

は光がまだ弱い｣ことにつきる｡SORはたしかに｢短波長域の連続光源としては強力｣で他に

類がない｡しかしSORを分光化 した単色光強度はせいぜい1012photon/cm2･sec程度で レー

ザーなどに比べればはるかに弱いのが現状である｡これらの難点を突破するために将来の ｢新

世代SOR光源｣を目標とする開発研究が世界的規模ですでにはじまっている｡物性研 SOR将
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来計画では,マルチポールウィグラーやアンヂュレ一夕一によるSOR光 の干渉効果を利用 し

て,す くなくとも現状の 103倍以上強力な高輝度単色光励起による物性研究の実現を第- 目標

とし,さらに短波長領域での波長可変 レーザーとしての自由電子 レーザーに向っての開発研究

をめざしている｡SOR物性研究の従来の発展 をふ り返 ってみても,光源の輝度や時間構造 にお

ける性能向上が新 しい研究 と新 しい物理の展開に寄与したのは明白な歴史的事実である｡現在

計画中のこれ ら ｢新世代光源｣が実現 したあかつきには現在予想 し得る以上の研究の発展が確

実に行われるであろう｡

共鳴二次発光によるF中心の格子緩和過程の研究

大阪市大 ･工 森 雄 造
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アルカ リハライ ド結晶中のF中心 の捕獲電子は,水素原子模型で近似的に表現され,格子 と

強 く結合 しているoF中心 を共鳴光励起すると,格子緩和の過程中にラマン散乱,ホットル ミ

ネ ッセンスを生 じる｡これ らは,緩和後の (通常 )蛍光 を含めて, ｢共鳴二次発光｣ と呼ばれ

るoF中心 を直線偏光 レーザー光で共鳴励起 した暗起る共鳴二次発光及びその励起光 との偏光

相関を,全ス トークス領域に亘って測定 し,格子緩和過程を調べたま)

図 1は,二次発光の励起偏光 と平行な成分/l暮の強度スペク トルである.同時に測定 された垂

直成分Zlから計算された直線偏光度p-(布IZl)/(IJI+Il)による偏光相関スペク トルを,

図2に示すOここで母体結晶はKCl,温度は80K,励起波数 k,tま19436cm11である｡図中横
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図2

軸は,二次光波数 ksを示すo偏光相関は,フォノンを1個,次いでさらに 1個散乱する過程等

で,合せて40%迄減少 した後,広い波数範囲に亘 ってプラ トー状 にほぼ一定値を保ち,蛍光
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